
 

 

 

 

 

 

 

「和食；日本人の伝統的な食文化」が、ユネスコ無形文化遺産に登録さ

れていることをご存じですか？ ここでいう「和食」とは、ただ単に料理

のことだけではなく、日本の豊かな自然や気候風土のもとで育まれてきた

「自然の尊重」という精神に基づく食文化です。近年、ライフスタイルな

どの変化により、この食文化が失われつつあることから、その価値を見直

し、国民全体で保護・継承していく必要があります。給食では、ご飯を主

食とした和食の献立を中心に、行事食や郷土料理を取り入れるなど、子ど

もたちに伝統的な食文化を伝えています。 

食事のときに「いた

だきます」「ごちそ

うさま」を言う 

はしを正しく使って

食べる 

ご飯と汁物、主菜、 

副菜をそろえる 

伝統的な行事食や郷

土料理を取り入れる 

旬の食べ物を味わう 

  

地産地消とは、地域で生産された農林水産物を、その地域で消費する取り組みです。学校給食で

は、地域でとれた「地場産物」を活用することで、地域の産業や食文化への理解を深め、地域への

愛着を育むとともに、環境問題や食料自給率について目を向ける機会にしたいと考えています。 
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「いただく（頂く／戴く）」は、

頭にのせるという意味があり、

身分の高い人から物をもらう

際、頭上に捧げて敬意を表した

動作にちなむ言葉です。自然の

恵み、生き物の命をもらうこと

への感謝を表します。 

「ちそう（馳走）」は、食事

を用意するために走り回る

ことを意味しており、この

食事が出来上がるまでに関

わった人びとへの感謝の気

持ちが込められています。 

 

柑橘類の一つで、秋から冬にかけてが旬。一般的に「みかん」

といえば「温州みかん」のことを指します。温州は、柑橘類の産

地として知られる中国の地名ですが、温州みかんは日本の鹿児島

県が原産で、中国から伝わった柑橘類から偶然生まれたものです。

味がよく、種がないので食べやすいことから栽培が広がり、日本

を代表する果物になりました。現在、西日本の沿岸地域を中心に

栽培されており、和歌山県、愛媛県、静岡県、熊本県、長崎県の

５県で、全国の生産量の７割を占めます。抗酸化作用のある「ビ

タミンＣ」や、高血圧を予防する「カリウム」、おなかの調子をよ

くする「食物繊維」を豊富に含むほか、だいだい色のカロテノイ

ド色素「β-クリプトキサンチン」には、生活習慣病予防効果が期

待されています。 

※農林水産省「令和 5 年産みかんの結果樹面積、収穫量及び出荷

量」 


